

































































































































































































































































































































































	表紙
	目次
	第1章 緒論
	1-1 調査の目的
	1-2 調査項目
	1-3 調査団の編成
	1-4 調査日程
	1-5 現地調査の経過

	第2章 結論と勧告
	2-1 結論
	2-2 勧告

	第3章 マレーシアおよびサラワクの概要
	3-1 マレーシア
	3-2 サラワク州の概要
	3-2-1 地理、地勢、気象
	3-2-2 人口、人種、都市
	3-2-3 経済と産業
	3-2-4 貿易
	3-2-5 交通


	第4章 クチン港の現況
	4-1 港の位置
	4-2 港湾施設の現況
	4-2-1 沿岸小型船用施設
	4-2-2 Biawak施設
	4-2-3 Tanah Puteh施設
	4-2-4 泊地Anchorages
	4-2-5 航路

	4-3 港湾管理運営
	4-3-1 管理の概要
	4-3-2 Tanah Puteh施設の運営
	4-3-3 Kuching Port Authorityの収支
	4-3-4 港税その他の料金

	4-4 港湾利用状況
	4-4-1 クチン港の地位
	4-4-2 入港船舶
	4-4-3 港湾取扱貨物
	4-4-4 荷役および貨物の流れ
	4-4-5 バース待ち船舶

	4-5 自然条件
	4-5-1 クチン周辺の地形
	4-5-2 気象
	4-5-3 潮汐
	4-5-4 サラワク河

	4-6 計画地点の地形と水深
	4-6-1 計画地点の概況
	4-6-2 地形測量
	4-6-3 深浅測量

	4-7 計画地点の地質
	4-7-1 地質調査
	4-7-2 調査結果
	4-7-3 土質試験


	第5章 新港建設計画
	5-1 新港の必要性
	5-2 港湾貨物量の予測
	5-3 計画の規模
	5-4 新埠頭の位置
	5-5 施設計画

	第6章 港湾施設の予備設計
	6-1 予備設計の範囲
	6-2 設計に当り考慮した事項
	6-3 設計条件
	6-4 予備設計
	6-4-1 けい船岸
	6-4-2 上屋
	6-4-3 管理事務所
	6-4-4 道路
	6-4-5 浚渫
	6-4-6 埋立
	6-4-7 曳船

	6-5 施工計画
	6-6 工程計画

	第7章 概算工費
	7-1 基本条件
	7-2 工事費

	第8章 経済評価
	8-1 一般的経済的効果
	8-2 借入金と償還計画
	8-3 費用便益比

	附属資料
	1. 船舶の吃水の限界を25フイートとし、泊地の水深を-27フイートとする理由
	2. 石油埠頭計画
	3. 現地調査日程表
	4. シブ港の現況と拡張計画

	はしがき
	目次
	第1章 シブ港の現況
	1-1 港の位置
	1-2 自然条件
	1-2-1 地形
	1-2-2 気象
	1-2-3 河の水位
	1-2-5 地質

	1-3 シブ港の現有施設
	1-4 シブ港の利用状況
	1-4-1 入港船舶
	1-4-2 取扱貨物
	1-4-3 外国貿易

	1-5 港湾管理運営

	第2章 近隣港湾の状況
	2-1 TANJONG MANI港
	2-2 SARIKEI港
	2-3 BINATANG港

	第3章 港湾背後地の状況
	第4章 シブ港の増強計画
	4-1 計画の目的
	4-2 建設計画

	第5章 シブ港建設計画調査の問題点
	裏表紙

